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第 2 章は非分散方式による極軟 X 線分光の原理に関するもので， 比例計数管を使った場合の波高
分布とその分散を決定する諸要因について検討し，信号対雑音比について理論的解析を行ない，軽元
素分析に応用した場合の検出限界とその分散方式との比較などの研究を行なっている口その結果，良








第 4 主主は極軟 X 線の測定結果とその X 線マイクロアナライザーへの応用を述べたものである。分
光はベリリウム，ほう素，炭素，ちっ素，酸素およびふっ素について行なわれ，波高分布の分散，波
高値および波形についての解析，一次イオン対数の分布も求められ波高と入射エネノレギーとの聞の比
例関係を明らかにし， 非対称波形を有する極軟 X 線波高分析の解析に有力な手段を提供したD つぎ
にマグネシウム板上に成長するコンタミネーシヨン層に対する特性 X 線発生関数が求められた。 ま
た走査 X 線像への応用については BcK-X 線像などについて行なわれ， またマトリックス法 ω不Ij用
による線分析も試みられ，原子番号が l だけ違う元素の非分散法による分析も可能であることを立証
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している口
第 5 章は総括である。
論文の審査結果の要旨
著者は軽元素の X線の分光法のうち非分散法について研究したが，この方法は検出感度はよいが，
エネノレギ一分解能が悪いという欠点があり，従来あまり研究されていなかった。著者はこの方法の原
理的問題の検討から出発し，その結果を利用して装置を改良し，エネ jレギ一分解能のよいものを得て
各方面への応用の途を聞いた，この結果は工学的にも工業的にも重要な意義をもつものである D
よって本論文は博士論文として価値あるものと認める。
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